
天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相

大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て

島

田

裕

子

 
 
 
 
一

 
後
期
万
葉
の
女
性
達
の
相
聞
歌
の
作
歌
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
前
稿
（
「
大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
の
1
女
郎
歌
の
諸
相
一
）
で
は
、

大
伴
家
持
へ
の
女
郎
達
の
相
聞
歌
を
調
べ
て
い
っ
た
。
本
稿
で
は
、
娘
子
達
の

歌
を
見
て
い
き
た
い
。
対
象
と
し
た
娘
子
歌
は
家
持
を
め
ぐ
る
娘
子
達
の
相
聞

歌
に
加
え
て
一
そ
れ
だ
け
で
は
用
例
が
少
な
い
の
で
、
配
列
等
か
ら
同
時
代

に
詠
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
娘
子
歌
群
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

 
そ
の
調
査
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
（
1
）
家
持
へ
相
聞
歌
を
確
か
に
贈
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
、
河
内
百
枝
娘
子
、
粟
田
女
娘
子
、
巫
部
麻
蘇
娘
子
、
日
置
長
枝

娘
子
、
（
H
）
家
持
へ
の
相
聞
歌
で
あ
ろ
う
と
配
列
よ
り
推
測
さ
れ
る
、
国
都
扉

娘
子
、
丹
波
大
女
娘
子
、
豊
前
国
娘
子
大
宅
女
、
（
皿
）
家
持
へ
の
相
聞
歌
と
は

考
え
ら
れ
に
く
い
が
、
配
列
よ
り
同
時
代
の
娘
子
、
池
田
（
他
田
）
廣
津
娘
子
、

県
大
田
娘
子
、
（
W
）
家
持
と
は
関
わ
り
は
な
い
が
同
時
代
（
天
平
十
二
年
前
後
）

の
娘
子
の
歌
と
し
て
多
野
茅
上
（
弟
上
）
娘
子
、
以
上
で
あ
る
。
各
句
の
類
同

句
表
は
本
論
の
末
に
置
い
た
が
、
そ
れ
と
対
照
し
つ
つ
検
証
し
て
い
く
。

 
 
 
 
二

ω
河
内
百
枝
娘
子

 
伝
未
詳
。
岸
本
由
豆
流
の
『
万
葉
集
野
面
』
に
は
「
河
内
は
氏
か
、
國
名
か
。

百
枝
は
名
か
、
そ
の
住
る
所
の
地
名
か
。
す
べ
て
考
え
が
た
し
」
と
あ
る
。
佐

伯
有
清
編
『
日
本
古
代
氏
族
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
川
内
と
も
書
き
、
そ
の
名
は

河
内
国
に
も
と
つ
く
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
河
内
国
諸
臣
に
渡
来
系
の
祖
を
も

つ
河
内
忌
寸
、
河
内
造
、
河
内
連
が
あ
り
、
特
に
河
内
連
は
、
安
羅
日
本
府
の

河
内
直
（
紆
明
紀
二
年
七
月
）
や
河
内
直
鯨
（
天
智
紀
八
年
）
、
河
内
連
三
立

麻
呂
（
『
百
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
）
等
の
名
が
見
え
る
。
河
内
連
氏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ
 

は
河
内
国
の
有
力
土
豪
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
内
百
枝
娘

子
は
河
内
連
か
他
の
忌
寸
、
造
を
出
自
と
し
、
名
が
百
枝
で
あ
ろ
う
。

う
か
れ
 
め

遊
行
女
婦
と
の
説
も
あ
る
が
、
他
の
娘
子
の
多
く
が
こ
の
年
代
で
は
大
官
人
で

あ
る
よ
う
に
、
平
城
京
に
出
仕
す
る
女
官
で
あ
ろ
う
。
河
内
百
枝
娘
子
は
「
大

伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
」
と
い
う
題
詞
を
も
つ
二
首
の
歌
を
残
し
て
い
る
。

 
〈
a
＞
 
は
つ
は
つ
に
人
を
相
見
て
い
か
に
あ
ら
む
い
つ
れ
の
日
に
か
ま
た
外

 
 
 
 
に
見
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
〇
こ

 
「
は
つ
は
つ
に
」
は
「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
、
ち
ら
ゆ
と
」
と
い
う
意
で
他
に

（1）

天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相
-
大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て
ー



は
四
例
あ
る
。
七
・
一
三
〇
六
、
十
一
・
二
四
六
一
と
と
も
に
人
麻
呂
歌
集
歌

で
あ
る
。
類
歌
は
な
い
。

 
〈
b
＞
 
ぬ
ば
た
ま
の
そ
の
夜
の
月
夜
今
日
ま
で
に
我
は
忘
れ
ず
間
な
く
七
型

 
 
 
 
へ
ば
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
〇
二
）

 
「
ぬ
ば
た
ま
の
」
は
枕
詞
。
各
巻
に
分
布
し
て
い
る
が
、
多
用
さ
れ
る
の
は
、

巻
四
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
五
で
あ
る
。
類
句
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
表

現
は
類
同
句
が
散
在
す
る
が
、
類
歌
は
な
い
。
女
郎
達
の
歌
の
よ
う
に
、
古
歌

を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
り
、
組
み
合
せ
た
り
し
て
作
っ
た
と
い
う
跡
は
な
い
。
一

見
し
て
平
凡
な
歌
で
あ
る
が
、
類
歌
性
か
ら
離
れ
て
、
自
ら
の
気
持
ち
の
ま
ま

を
素
直
に
卒
直
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
修
辞
意
識
の
な
い
歌
で
あ
る
。

②
粟
田
女
娘
子

 
粟
田
氏
は
笠
窪
氏
の
後
商
氏
族
。
同
族
に
春
日
、
大
宅
、
小
野
、
柿
本
な
ど

の
氏
が
あ
る
。
和
瑚
氏
は
欽
明
朝
こ
ろ
よ
り
春
日
氏
へ
の
改
氏
姓
を
し
、
そ
の
、

後
、
大
宅
、
粟
田
、
小
野
、
柿
本
恒
等
に
分
か
れ
て
い
っ
た
。
粟
田
氏
は
京
都

市
伏
見
区
粟
田
口
一
帯
の
愛
宕
郡
上
粟
田
・
下
粟
田
を
中
心
に
居
住
し
て
い

た
。
皇
極
天
皇
の
御
代
に
巨
勢
、
大
伴
と
並
ぶ
重
責
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

粟
田
細
目
臣
。
迎
新
羅
使
右
副
将
軍
・
粟
田
朝
臣
必
登
、
漢
語
教
授
と
な
っ
た

粟
田
朝
臣
馬
養
、
『
大
宝
律
令
』
撰
定
に
功
の
あ
っ
た
粟
田
真
人
。
粟
田
氏
は
噛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
問
や
対
外
関
係
で
活
躍
す
る
人
物
を
輩
出
す
る
。
粟
田
女
娘
子
は
、
本
稿

で
調
査
対
象
と
な
っ
た
娘
子
の
中
で
は
一
番
有
力
な
氏
族
を
自
出
と
す
る
。

 
〈
a
＞
 
思
ひ
遣
る
す
べ
の
知
ら
ね
ば
か
た
も
ひ
の
底
に
そ
我
は
恋
ひ
な
り
に

 
 
 
 
 
 
か
た
も
ひ
 
 
 
し
る

 
 
 
 
け
る
土
玩
'
の
中
に
注
せ
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
〇
七
）

 
「
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
二
首
」
と
い
う
題
詞
を
有
す
る
歌
の
ひ
と
つ
。
「
片

 
 
 
 
 
か
た
も
ひ

思
い
」
と
「
土
車
」
（
蓋
の
な
い
水
を
入
れ
る
工
面
）
、
と
を
掛
け
て
、
土
玩
の

中
に
、
片
思
い
に
沈
む
気
持
ち
を
詠
ん
だ
歌
を
書
き
記
し
て
贈
っ
た
も
の
で
、

意
表
を
つ
い
た
贈
り
方
で
、
機
知
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
「
思
い
遣
る
す
べ

の
知
ら
ね
ば
」
と
い
う
表
現
は
、
「
…
…
思
い
遣
る
 
た
づ
き
を
知
ら
に
…
…
」

（一

E
五
 
国
王
）
、
「
…
…
思
い
遣
る
た
ど
き
を
知
ら
に
」
（
九
・
一
七
九
二

田
辺
福
麻
呂
）
、
「
思
い
遣
る
す
べ
の
た
ど
き
も
我
は
な
し
」
（
一
二
・
二
八
九

二
）
、
「
思
い
遣
る
す
べ
の
た
づ
き
も
今
は
な
し
」
（
十
三
、
三
二
六
一
）
と
い
う

類
以
表
現
が
あ
る
。
ま
た
、
「
か
た
も
ひ
」
は
四
・
五
三
六
、
七
一
七
、
七
一
九
、

十
・
一
九
八
九
、
十
一
・
二
七
九
八
、
十
二
・
三
〇
七
八
に
片
思
い
の
意
と
し

て
あ
る
。
家
持
が
娘
子
へ
贈
っ
た
七
首
歌
歴
の
中
に
「
つ
れ
な
く
も
あ
る
ら
む

人
を
片
思
ひ
に
我
は
思
へ
ば
苦
し
く
も
あ
る
か
」
（
四
・
七
一
七
）
と
、
「
片
思
ひ
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
た
歌
が
あ
り
、
粟
田
娘
子
の
歌
と
並
べ
て
み
る
と
関
連
性

も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
く
、
改
め
て
匿
名
の
娘
子
歌
の
内
実
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
四
句
、
五
句
は
独
自
の
表
現
で
あ
り
、
「
思
ひ
遣
る
す
べ
の
知
ら
ね
ば
」
と

二
句
に
渡
っ
て
類
同
す
る
歌
は
あ
る
が
、
類
歌
と
言
え
る
ほ
ど
の
歌
で
は
な
い
。

 
〈
b
V
 
ま
た
も
逢
は
む
よ
し
も
あ
ら
ぬ
か
白
た
へ
の
我
が
衣
手
に
斎
ひ
と
ど

 
 
 
 
め
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‘
 
 
（
四
・
七
〇
八
）

 
こ
の
歌
に
は
、
「
白
た
へ
の
我
が
衣
手
を
取
り
持
ち
て
斎
へ
我
が
背
子
直
に

逢
ふ
ま
で
に
」
（
十
五
・
三
七
七
八
 
狭
心
堂
上
娘
子
）
と
い
う
、
表
現
、
発

想
と
も
に
類
冷
し
た
歌
が
あ
る
。
「
斎
ひ
と
ど
め
む
」
は
い
み
清
め
て
あ
な
た

を
大
切
に
留
め
て
お
こ
う
と
い
う
意
で
あ
り
、
特
別
な
習
俗
が
あ
っ
た
か
否
か

は
不
明
で
あ
る
。

 
粟
田
女
娘
子
の
歌
は
、
発
想
の
奇
抜
さ
、
機
知
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
を
〈
a
＞

で
示
め
し
て
い
る
が
、
反
面
、
類
以
表
現
の
重
な
り
合
う
歌
も
あ
り
、
そ
れ
は

（2）



万
葉
集
の
和
歌
に
対
す
る
享
受
が
浅
く
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
粟
田
氏

と
い
う
学
問
の
分
野
に
優
れ
た
人
材
を
出
し
て
い
る
氏
族
を
出
自
と
し
て
い
る

か
ら
だ
ろ
う
か
。

㈹
巫
部
麻
蘇
娘
子

 
巫
部
は
神
事
に
仕
え
る
職
掌
の
部
民
で
あ
る
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
「
巫
部
連
。

同
神
（
饒
速
日
中
）
十
世
孫
」
と
あ
り
、
ま
た
『
続
日
本
後
々
』
承
和
十
二
年

七
月
己
未
条
に
も
「
昔
属
二
大
長
谷
官
武
天
皇
時
一
。
公
成
始
祖
真
椋
大
連
二

筑
紫
之
奇
巫
一
。
奉
レ
救
重
病
病
之
膏
育
一
。
天
皇
寵
レ
之
。
賜
二
姓
巫
部
一
」
と

あ
る
。
『
続
日
本
後
紀
』
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
三
月
戊
寅
条
に
巫
部
宿
禰
博

 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

士
も
記
さ
れ
て
い
る
。
巫
部
麻
蘇
娘
子
は
こ
の
よ
う
な
氏
族
を
出
自
と
し
、

麻
蘇
は
名
で
あ
ろ
う
。

 
巫
部
麻
垂
娘
子
の
歌
は
四
首
。
そ
の
う
ち
八
・
一
五
六
二
歌
に
は
家
持
の

こ
た和

ふ
る
歌
が
続
い
て
い
る
。
家
持
と
相
聞
歌
を
か
わ
し
た
娘
子
の
一
人
で
あ

る
。

，
〈
a
＞
，
我
が
背
子
を
相
見
し
そ
の
日
今
日
ま
で
に
我
が
衣
手
は
乾
る
時
も
な

 
 
 
 
し
噛
（
四
・
七
〇
三
）

 
「
我
が
背
子
1
」
は
各
巻
に
散
在
し
て
い
る
が
、
特
に
三
十
、
十
一
、
十
二
、

そ
し
て
家
持
の
相
聞
歌
が
集
中
す
る
十
七
巻
に
多
出
す
惹
。
ま
た
、
「
我
が
衣

手
一
」
も
常
套
的
表
現
で
巻
十
、
十
一
、
十
三
に
各
二
首
、
全
体
で
十
例
類

同
表
現
が
あ
る
。
ま
た
巻
十
の

 
 
夏
草
の
露
別
け
衣
着
け
な
く
に
我
が
衣
手
の
乾
る
時
も
な
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
・
一
九
九
四
）

 
と
下
句
が
類
忘
し
て
い
る
も
の
で
娘
子
歌
と
し
て
は
珍
し
い
例
で
あ
る
。

 
〈
b
＞
 
た
く
縄
の
長
き
命
を
量
り
し
く
は
絶
え
ず
て
人
を
見
ま
く
逼
り
こ
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
〇
四
）

 
類
同
表
現
の
少
な
い
歌
で
初
句
「
た
く
縄
」
は
他
に
二
例
の
み
。
「
た
く
縄
の
」

か
ら
「
長
き
命
」
と
導
き
出
す
枕
詞
は
、
人
麻
呂
の
二
・
二
一
七
の
「
…
…
い

か
さ
ま
に
 
思
ひ
居
れ
か
 
た
く
縄
の
 
長
き
命
を
 
露
こ
そ
ば
…
…
」
（
吉

備
津
采
女
へ
の
挽
歌
）
に
同
じ
表
現
が
あ
る
の
み
だ
。
残
り
の
一
例
は
、
「
水

沫
な
す
も
ろ
き
命
も
榜
縄
の
千
尋
に
も
が
と
願
ひ
暮
ら
し
つ
」
（
五
・
九
〇
二

 
憶
良
）
の
「
老
身
重
レ
病
、
経
レ
年
辛
苦
、
近
思
二
児
等
一
白
七
首
」
の
反
歌

の
一
つ
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
億
「
拷
縄
」
は
長
い
も
の
を
修
飾
す
る
枕
詞

と
し
て
「
千
尋
」
に
つ
な
が
る
。
「
た
く
縄
の
」
と
い
う
枕
詞
は
、
柿
本
人
麻
呂
、

山
上
憶
良
、
巫
部
磁
極
娘
子
の
三
例
の
み
で
、
人
麻
呂
が
枕
詞
と
し
て
早
く
用

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
巫
部
命
乞
娘
子
は

ど
こ
か
で
人
麻
呂
の
吉
備
津
采
女
挽
歌
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
三

句
、
四
句
に
は
類
句
は
な
い
が
、
挙
句
に
な
る
と
「
見
ま
く
欲
り
こ
そ
」
の
「
見

ま
く
欲
り
一
」
は
十
九
例
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
〈
回
り
〉
に
後
に
つ
く
助
詞
、

助
動
詞
の
違
う
も
の
も
類
句
表
に
入
れ
た
。
こ
こ
に
大
伯
皇
女
の
歌
に

 
 
見
ま
ぐ
写
り
我
が
す
る
君
に
あ
ら
な
く
に
何
し
な
来
け
む
馬
疲
る
る
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
・
一
六
四
）

 
と
、
「
見
ま
く
象
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
全
体
と
し
て
は
、
類
歌

は
な
い
。
、

 
〈
c
＞
 
誰
聞
き
つ
こ
ゆ
鳴
き
渡
る
雁
が
ね
の
妻
呼
ぶ
声
の
と
も
し
く
も
あ
る

 
 
 
 
を
（
八
・
一
五
六
二
）

 
二
八
の
「
秋
雑
歌
」
に
あ
る
歌
で
、
後
に
大
伴
家
持
の
和
ふ
る
歌
一
首
が
続

く
。
雑
歌
の
部
立
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
家
持
が
疎
遠
に
な
っ
た
の
を
恨
む

相
聞
歌
で
あ
る
。
「
雁
が
ね
」
「
雁
」
は
万
葉
集
に
は
数
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
が
、

天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相
一
大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て
i

（3）



「
雁
が
ね
一
」
だ
け
で
も
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
雁
の
音
を
賞
翫
す
る
趣

味
は
、
巻
十
一
、
十
二
に
は
な
い
。
雁
の
作
者
未
詳
歌
は
巻
十
に
集
中
し
て
お

り
、
そ
の
他
に
は
巻
七
、
十
三
に
数
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。

 
当
然
の
ご
と
く
、
〈
c
＞
歌
は
巻
十
一
、
十
二
の
相
聞
歌
集
に
類
歌
は
な
く
、

二
十
に

 
 
聞
き
つ
や
と
君
が
問
は
せ
る
ほ
と
と
ぎ
ず
し
の
の
に
濡
れ
て
こ
ゆ
鳴
き
渡

 
 
劃
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
・
一
九
七
七
）

 
の
問
答
歌
に
類
以
表
現
、
同
表
現
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
家
持
の

和
ふ
る
歌
「
聞
き
つ
や
と
妹
が
問
わ
せ
る
雁
が
ね
は
ま
こ
と
も
遠
く
雲
隠
る
な

り
」
（
八
・
一
五
六
三
）
が
、
十
・
一
九
七
七
歌
の
上
句
を
反
復
模
倣
し
て
、

う
ま
く
用
い
て
、
和
歌
を
返
し
て
い
る
。
〈
c
＞
歌
に
戻
れ
ば
、
「
こ
ゆ
鳴
き
渡

る
は
く
c
＞
歌
以
外
に
四
例
し
か
な
く
、
巻
八
に
二
例
、
巻
十
に
二
例
で
、
娘
子

の
歌
は
三
十
の
先
の
歌
と
無
関
係
と
は
言
い
が
た
く
、
や
は
り
巻
十
の
歌
を
踏

ま
え
つ
つ
、
自
ら
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
け
れ
ど
家
持
ほ
ど
に
は
類

以
せ
ず
、
む
し
ろ
実
用
的
に
自
ら
の
思
い
を
訴
え
る
手
段
と
し
て
歌
を
詠
ん
だ

た
め
に
類
歌
性
か
ら
離
れ
て
い
っ
て
い
る
。

 
〈
d
V
 
我
が
や
ど
の
萩
花
咲
け
り
見
に
来
ま
せ
い
ま
二
日
だ
み
あ
ら
ば
散
り

 
 
 
 
な
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
六
二
こ

 
巻
八
の
「
秋
相
聞
」
に
収
め
ら
れ
る
。
「
我
が
や
ど
一
」
は
巻
三
以
降
の
巻
々

に
点
在
し
て
お
り
、
特
に
巻
八
に
二
十
一
例
、
量
器
に
十
五
例
と
多
い
。
平
城

京
で
の
貴
族
の
生
活
様
式
か
ら
詠
ま
れ
始
め
た
素
材
と
考
え
ら
れ
る
が
、
巻
十

一
に
三
例
、
巻
十
二
に
全
く
な
い
の
は
、
巻
十
一
、
十
二
の
古
歌
集
と
い
う
特

質
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
萩
」
を
詠
ん
だ
歌
は
多
い
が
「
萩
花
」
と
い
う
言
葉

は
他
に
巻
十
に
一
例
あ
る
の
み
。
類
句
と
し
て
は
「
我
が
や
ど
の
萩
咲
き
に

 け
り
散
ら
ぬ
間
に
は
や
来
て
見
べ
し
奈
良
の
里
人
」
（
十
・
二
二
八
七
）
が
、

表
現
・
発
想
と
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
〈
d
＞
歌
で
「
い
ま
二
日
だ
み
あ
ら
ば

散
り
な
む
」
の
「
い
ま
二
日
だ
み
」
は
い
か
に
も
事
実
に
基
づ
い
た
彼
女
自
身

の
表
現
の
よ
う
で
あ
る
が
、
全
く
同
じ
表
現
が
十
三
・
三
三
一
八
、
十
七
・
四

〇
一
一
（
大
伴
家
持
）
に
あ
る
。
家
持
歌
は
後
の
歌
で
あ
る
か
ら
別
と
し
て
、

巻
十
三
の
「
…
…
い
ま
七
日
だ
み
早
か
ら
ば
 
い
ま
二
日
だ
み
 
あ
ら
む
と
そ

 
君
は
聞
こ
し
し
 
な
恋
ひ
そ
我
妹
」
（
十
三
・
三
三
一
八
）
の
問
答
の
部
立

に
あ
る
長
歌
の
「
い
ま
二
日
だ
み
」
と
無
関
係
で
あ
る
と
は
断
じ
き
れ
な
い
。

団
日
置
長
枝
娘
子

 
日
置
氏
は
神
霊
を
迎
え
る
た
め
に
灯
す
火
の
材
料
調
達
や
炭
焼
な
ど
に
当
っ

て
い
た
日
置
部
の
伴
造
氏
族
を
源
と
す
る
。
『
直
衣
記
』
に
「
是
大
山
守
命
者
、

宝
形
君
、
幣
二
君
、
榛
原
君
等
之
祀
」
と
あ
る
。
ま
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
高

麗
国
人
伊
利
須
喪
主
を
祖
と
す
る
渡
来
系
の
日
置
氏
も
み
え
る
。

 
〈
a
＞
 
秋
付
け
ば
尾
花
が
上
に
置
く
露
の
消
ぬ
べ
く
も
我
は
思
ほ
ゆ
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
五
六
四
）

 
巻
八
の
秋
雑
歌
の
部
立
に
あ
る
。
豊
門
と
も
に
類
同
表
現
が
あ
る
が
、
類
歌

と
し
て
は

 
 
我
が
や
ど
の
夕
影
草
の
白
露
の
消
「
ぬ
が
に
も
と
な
思
ほ
ゆ
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
五
九
四
 
笠
郎
女
）

 
 
秋
の
田
の
穂
の
上
に
置
け
る
白
露
の
消
ぬ
べ
く
も
我
は
思
ほ
ゆ
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
・
一
＝
一
四
⊥
ハ
）

 
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
十
・
二
二
四
六
の
作
歌
未
詳
歌
に
よ
く
似
て
い
る
。

こ
の
類
同
性
は
今
ま
で
述
べ
た
娘
子
の
歌
と
は
異
な
る
。

（4）



㈲
安
都
扉
娘
子

 
安
都
は
氏
を
扉
は
名
を
示
す
か
。
安
都
氏
は
物
部
氏
の
枝
族
で
、
．
安
斗
・
安

刀
・
阿
斗
・
安
都
・
 
と
も
記
す
。
物
部
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
河
内
国
渋
河

郡
の
跡
部
郷
の
地
名
を
氏
名
と
し
て
い
る
。
『
扶
桑
略
記
』
に
は
玄
肪
の
息
子

の
善
珠
の
俗
姓
は
安
芸
宿
禰
と
あ
り
、
ま
た
『
続
日
本
後
記
』
に
は
空
海
の
縁

戚
に
阿
刀
宿
禰
大
足
と
い
う
者
が
あ
り
、
空
海
の
母
も
『
御
遺
告
』
に
よ
れ
ば

阿
刀
氏
の
出
自
と
伝
え
ら
れ
る
。
阿
百
雷
は
宗
教
界
に
結
び
つ
き
の
強
い
氏
族

 
 
 
 
 
 
は
う

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

 
〈
a
＞
 
み
空
行
く
月
の
光
に
た
だ
一
目
相
見
し
人
の
夢
に
し
見
ゆ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
一
〇
）

 
清
明
な
相
聞
歌
で
あ
る
。
「
夢
に
し
見
ゆ
る
」
は
類
同
表
現
が
多
い
が
、
類

歌
は
見
当
ら
な
い
。

個
丹
波
大
女
娘
子

 
丹
波
は
国
名
か
、
氏
族
名
か
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
丹
波
氏
に
つ
い
て

は
、
丹
波
国
造
の
子
孫
で
、
丹
波
国
丹
波
の
地
を
本
拠
と
し
た
豪
族
で
あ
る
。

ま
た
、
倭
漢
氏
系
の
氏
族
に
も
「
丹
波
史
。
後
皇
霊
帝
八
割
孫
孝
日
王
之
後
也
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

（『

V
撰
姓
氏
録
』
）
と
、
丹
波
氏
と
称
す
る
一
族
が
あ
る
。
丹
波
大
女
娘
子
の

大
女
は
名
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
娘
子
は
三
首
の
歌
を
万
葉
集
に
残
す
。

 
〈
a
＞
 
鴨
島
の
遊
ぶ
こ
の
池
に
木
の
葉
落
ち
て
浮
き
た
る
心
我
が
思
は
な
く

 
 
 
 
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
一
こ

 
初
句
よ
り
三
句
ま
で
が
、
「
浮
き
た
る
」
を
起
こ
す
序
詞
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
序
詞
は
「
遊
ぶ
こ
の
池
に
」
と
あ
る
よ
う
に
眼
前
の
実
景
を
詠
み
込
み
つ

つ
序
に
し
た
も
の
で
、
字
余
り
は
多
い
が
、
丹
波
大
女
娘
子
独
自
の
表
現
で
あ

り
、
宴
席
で
の
即
興
的
な
歌
と
も
考
え
ら
れ
る
。
五
句
の
「
我
が
思
は
な
く
に
」

以
外
は
類
同
句
は
な
く
、
独
自
の
表
現
が
際
立
っ
て
い
る
。

 
〈
b
＞
 
う
ま
さ
け
を
三
輪
の
祝
が
斎
ふ
平
手
触
れ
し
罪
か
君
に
逢
ひ
か
た
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
一
二
）

 
う
ま
さ
け

 
「
味
酒
」
は
三
輪
の
枕
詞
。
巻
七
に
「
み
幣
取
り
三
輪
の
祝
が
斎
ふ
杉
原
薪

伐
り
ほ
と
ほ
と
し
く
に
手
斧
取
ら
え
ぬ
」
（
七
・
一
四
〇
三
）
が
あ
り
、
二
句

三
句
は
類
似
し
て
い
る
。

 
〈
c
＞
 
垣
穂
な
す
人
言
聞
き
て
我
が
背
子
が
心
た
ゆ
た
ひ
逢
は
ぬ
こ
の
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
＝
二
）

 
「
垣
穂
な
す
」
と
「
人
言
」
が
つ
な
が
る
の
は
こ
の
一
首
の
み
-
で
あ
る
が
、
「
垣

穂
な
す
」
に
つ
い
て
は
他
に
「
垣
ほ
な
す
人
は
言
え
ど
も
高
麗
錦
…
…
」
（
十
一
・

二
四
〇
五
）
「
…
…
垣
ほ
な
す
人
の
と
ふ
時
 
千
沼
壮
士
…
…
」
（
九
・
一
八
〇

九
）
「
垣
ほ
な
す
人
の
横
言
繁
み
か
も
…
…
」
（
九
・
一
七
九
三
）
と
い
う
類
似

す
る
発
想
表
現
が
あ
る
。
比
較
的
多
用
さ
れ
る
語
句
で
歌
を
作
っ
て
い
る
が
、

類
歌
は
な
い
。

ω
豊
前
国
娘
子
大
宅
女

 
こ
の
娘
子
に
は
題
詞
に
「
い
ま
だ
姓
氏
を
審
ら
か
に
せ
ず
」
と
あ
り
、
豊
前

国
、
今
の
福
岡
県
東
部
と
大
分
県
北
部
の
あ
た
り
の
出
自
で
氏
は
不
明
。
名
が

大
宅
女
か
。
遊
行
女
婦
と
考
え
ら
れ
る
か
。

 
〈
a
＞
 
夕
闇
は
道
た
っ
た
つ
し
月
待
ち
て
い
ま
せ
我
が
背
子
そ
の
間
に
も
見

 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
'
 
（
四
・
七
〇
九
）

 
こ
の
歌
は

 
 
妹
が
目
の
見
ま
く
欲
し
け
く
夕
闇
の
木
の
葉
隠
れ
る
月
待
つ
ご
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
一
 
・
一
工
ハ
⊥
一
山
ハ
）

と
の
影
響
関
係
が
強
い
。
ま
た

天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相
-
大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て
一

C5）



 
 
・
：
…
あ
し
ひ
き
の
 
山
よ
り
出
つ
る
 
月
待
つ
と
 
人
に
は
言
ひ
て
 
君

 
 
待
つ
我
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
三
・
三
二
七
六
）

 
 
あ
し
ひ
き
の
山
よ
り
出
つ
る
月
待
つ
と
人
に
は
言
ひ
て
妹
待
つ
我
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
三
・
三
〇
〇
二
）

と
い
っ
た
相
聞
の
古
歌
を
踏
ま
え
て
詠
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
が
、
類
歌
は

な
い
。

 
〈
b
V
 
雲
隠
り
行
く
へ
を
な
み
と
我
が
恋
ふ
る
月
や
君
が
見
ま
く
回
り
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
・
九
八
四
）

 
〈
a
＞
歌
と
〈
b
＞
歌
は
巻
四
、
巻
六
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
共
通
の
趣
き
を
有

す
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、

 
 
三
日
月
の
さ
や
に
も
見
え
ず
雲
隠
り
見
ま
く
そ
欲
し
き
う
た
て
こ
の
こ

 
 
ろ

に
類
似
し
た
発
想
・
表
現
が
見
ら
れ
る
。

㈲
池
田
（
他
田
）
長
丘
娘
子

 
池
田
は
他
誌
の
可
能
性
も
あ
る
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
別
に
「
池
田
朝
臣
。

上
毛
野
朝
臣
無
糖
。
豊
城
入
彦
命
十
世
孫
左
足
公
之
後
世
」
と
あ
り
、
上
毛
野

会
同
租
氏
族
の
一
つ
で
、
上
野
国
那
波
郡
池
田
郷
や
同
邑
楽
郡
池
田
郷
等
に
居

住
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
池
田
（
蒔
田
）
朝
臣
真
枚
は
宝
亀
元
年
十
月

に
従
五
位
下
で
上
野
介
、
同
五
年
三
月
に
少
納
言
、
延
暦
六
年
二
月
鎮
守
副
将

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア

軍
に
ま
で
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
池
田
（
黒
田
）
廣
津
娘
子
の
歌
は
巻
八
に
二

首
あ
る
。

 
〈
a
＞
 
梅
の
花
折
り
も
折
ら
ず
も
見
つ
れ
ど
も
今
夜
の
花
に
は
な
ほ
し
か
ず

 
 
 
 
け
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
六
五
二
）

 
梅
の
花
は
巻
五
、
巻
十
に
集
中
し
て
出
て
く
る
。
ま
た
、
世
話
以
降
、
時
代

が
明
ら
か
な
巻
で
は
巻
八
に
頻
出
し
て
い
る
。
〈
a
＞
歌
の
「
梅
の
下
折
り
か
ざ

し
一
」
と
い
う
表
現
は
巻
五
に
四
首
ほ
ど
あ
る
が
、
「
折
り
も
折
ら
ず
も
」
は
、

こ
の
歌
が
初
出
で
あ
り
、
後
に
家
持
が
用
い
て
い
る
。
歌
意
か
ら
宴
席
歌
か
と

考
え
ら
れ
る
が
、
一
句
ご
と
の
類
同
性
は
あ
っ
て
も
類
歌
は
な
く
場
を
心
得
て

詠
ん
で
即
妙
で
あ
る
。

 
〈
b
＞
 
真
木
の
上
に
降
り
置
け
る
雪
の
し
く
し
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も
さ
夜
間

 
 
 
 
へ
我
が
背
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
六
五
九
）

 
こ
の
歌
も
同
様
に
類
歌
は
な
い
。

働
県
犬
養
娘
子

 
屯
倉
な
ど
の
守
り
を
犬
を
使
っ
て
当
た
っ
た
犬
養
部
と
犬
養
氏
を
統
属
す
る

の
が
中
央
の
県
犬
養
連
の
職
掌
で
あ
っ
た
。
県
犬
養
氏
に
は
、
県
犬
養
宿
禰
三

千
代
を
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
千
代
は
、
軽
皇
子
の
乳
母
と
な
り
や
が

て
不
比
等
の
妻
と
な
っ
て
光
明
子
を
生
ん
だ
。
光
明
子
は
藤
原
氏
隆
盛
の
基
と
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
 

な
る
。
ま
た
先
夫
と
の
問
に
葛
城
王
、
後
の
橘
諸
兄
を
生
ん
で
い
る
。
県
犬

養
娘
子
は
、
こ
の
よ
う
な
氏
族
を
出
自
と
す
る
が
、
名
は
不
明
。

 
〈
a
＞
 
今
の
ご
と
心
を
常
に
思
へ
ら
ば
ま
つ
咲
く
花
の
地
に
落
ち
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
六
五
三
）

 
別
表
の
よ
う
に
警
句
の
類
同
は
あ
る
が
、
こ
の
歌
も
類
歌
は
な
い
。

 
以
上
、
家
持
を
め
ぐ
る
娘
子
達
の
歌
及
び
同
時
代
の
娘
子
達
の
歌
を
見
て
き

た
。
こ
れ
で
は
用
例
が
不
十
分
か
と
思
い
、
天
平
十
二
年
前
後
の
作
と
さ
れ
る

鴬
野
弟
（
茅
）
上
娘
子
の
歌
も
援
用
し
て
ゆ
き
た
い
。

oo

ｷ
子
弟
上
娘
子

 
巻
十
五
の
後
半
に
中
臣
宅
守
と
狭
野
弟
（
茅
）
上
娘
子
の
相
聞
歌
群
が
あ
る
。

（6）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぽ
 

但
し
、
こ
の
歌
群
全
体
が
虚
構
か
と
い
う
説
も
あ
る
。
が
、
十
五
・
三
七
七

二
歌
は
、
『
半
日
書
記
』
に
記
さ
れ
た
天
平
十
二
年
六
月
の
大
赦
に
宅
守
が
漏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
れ

れ
た
時
に
作
ら
れ
た
と
す
る
、
史
実
と
の
符
合
も
あ
り
、
そ
れ
よ
り
推
し
量

れ
ば
家
持
周
辺
の
娘
子
達
と
同
時
代
の
作
と
な
る
の
で
、
資
料
と
し
て
こ
こ
で

は
扱
っ
て
い
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
と
が
み

 
狭
野
弟
（
茅
）
上
娘
子
は
西
本
願
寺
本
に
は
狭
野
稗
上
娘
子
と
書
か
れ
て

 
 
 
ち
が
み
 
 
お
と
が
み

い
る
。
掌
上
か
弟
上
か
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
代
匠
記
』
に
よ
れ
ば

「
狭
野
ハ
娘
子
が
姓
、
弟
上
ハ
名
ナ
リ
」
と
し
た
上
で
、
弟
と
茅
は
誤
写
と
し
、

茅
と
い
う
草
は
女
性
に
よ
そ
え
る
も
の
と
し
て
置
上
を
正
し
い
と
す
る
。
ま
た
、

六
野
は
氏
か
出
身
地
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
狭
野
と
い
う
地
名
は
、
『
播
磨
国

風
土
記
』
に
播
磨
国
揖
保
郡
の
狭
野
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
新
宮
町
佐
野

 
 
 
 
 
 
 
 

の
あ
た
り
で
あ
る
。
氏
族
と
し
て
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
な
い
。
天
平
二
年

大
宰
師
旅
人
宅
の
梅
花
宴
に
列
席
し
た
筑
前
介
、
佐
氏
子
首
の
佐
田
と
の
関
連

も
考
え
が
た
く
、
狭
野
と
い
う
地
よ
り
の
出
身
で
あ
る
の
で
、
そ
の
呼
称
と
な
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
娘
子
は
そ
の
出
自
は
不
明
で
あ
る
が
、
万
葉
集
に
、

は
「
蔵
部
の
女
嬬
」
と
記
さ
れ
、
後
宮
令
の
蔵
司
の
女
嬬
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
相
手
の
中
臣
質
草
は
『
続
日
本
記
』
に
も
記
さ
れ
、
実
在
の
確
か
な
人
物

で
あ
る
。

 
狭
野
弟
（
茅
）
上
娘
子
の
歌
は
二
十
三
首
で
あ
る
。
中
奏
上
守
と
の
相
聞
の

絡
み
で
表
現
は
宅
守
の
歌
と
重
な
り
合
う
こ
と
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
表
を
参
照

さ
れ
た
い
。
表
現
の
上
で
は
、
総
じ
て
巻
四
、
巻
十
、
巻
十
一
、
巻
十
二
と
類

同
性
が
高
い
。
特
に
巻
十
二
の
農
工
発
喜
平
か
ら
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い
。

ま
た
一
句
一
句
の
類
同
が
各
巻
に
散
在
し
て
い
て
、
娘
子
の
表
現
の
多
様
さ
歌

才
を
示
す
が
、
類
同
歌
は
意
外
に
少
な
く
、
彼
女
独
自
の
歌
の
世
界
を
作
り
上

げ
て
い
ム
。

 
狭
野
車
上
娘
子
の
甘
辛
で
二
句
以
上
が
類
同
を
示
す
歌
は
以
下
の
通
り
で
お

る
。
十
五
・
三
七
二
六
、
三
七
五
一
、
三
七
五
二
、
三
七
六
八
、
三
七
七
四
、

三
七
七
七
の
六
首
で
、
二
十
三
首
の
歌
群
の
中
で
そ
の
比
率
は
決
し
て
高
く
な

い
。
そ
の
六
首
の
内
実
を
次
に
見
て
い
こ
う
。

 
〈
a
＞
 
こ
の
こ
ろ
は
恋
ひ
つ
つ
も
あ
ら
む
善
く
し
げ
明
け
て
を
ち
よ
り
す
べ

 
 
 
 
な
か
る
べ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
五
・
三
七
二
六
）

 
こ
の
歌
は
次
の

 
 
近
江
道
の
鳥
籠
の
山
な
る
不
知
哉
川
日
の
こ
の
ご
ろ
は
恋
ひ
つ
つ
も
あ

 
 
ら
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
四
八
七
 
岡
本
天
皇
御
製
歌
）

 
 
心
を
し
君
に
奉
る
と
思
へ
れ
ば
よ
し
こ
の
こ
の
は
恋
ひ
つ
つ
を
あ
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
一
・
一
八
四
〇
一
二
）

の
二
首
の
四
句
・
五
句
が
類
同
し
て
い
る
。

 
〈
b
＞
 
白
た
へ
の
我
が
下
衣
失
は
ず
持
て
れ
我
が
背
子
直
に
逢
ふ
ま
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
五
・
三
七
五
こ

 
こ
の
歌
は
、

 
 
夜
も
寝
ず
安
く
も
あ
ら
ず
白
た
へ
の
衣
は
脱
か
じ
直
に
逢
ふ
ま
で
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
二
八
四
⊥
ハ
）

と
二
句
、
共
通
し
て
い
る
が
影
響
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。

 
〈
c
＞
 
春
の
日
の
う
ら
悲
し
き
に
後
れ
居
て
君
に
恋
ひ
つ
つ
現
し
け
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
五
・
三
七
五
二
〉

 
「
後
れ
居
て
」
と
い
う
表
現
は
、
集
中
十
三
例
。
「
後
れ
て
居
ら
む
」
を
含
め

て
十
五
例
あ
る
。

 
 
後
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
追
ひ
及
か
む
道
の
隈
廻
に
標
結
へ
我
が

天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相

大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て
一
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背
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
但
馬
皇
女
 
二
・
一
一
五
）

を
初
出
と
し
て
い
る
。
相
聞
歌
に
よ
く
出
て
く
る
表
現
で
、
「
後
れ
居
て
我
れ

は
や
恋
ひ
む
」
（
九
・
一
七
七
一
、
一
七
七
二
）
、
「
後
れ
居
て
我
が
恋
ひ
居
れ
ば
」

（
九
・
一
六
八
一
）
、
「
後
れ
居
て
長
恋
ひ
せ
ず
は
」
（
五
・
八
六
四
）
と
い
っ
た

も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
類
想
性
、
影
響
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、

 
 
あ
し
ひ
き
の
片
山
雑
立
ち
行
か
む
君
に
後
れ
て
現
し
け
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
一
二
二
一
〇
）

 
 
の
歌
柄
こ
そ
、
こ
の
歌
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

 
〈
d
＞
 
こ
の
こ
ろ
は
君
を
思
ふ
と
す
べ
も
な
き
恋
の
み
し
つ
つ
音
の
み
し
そ

 
 
 
 
泣
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
五
・
三
七
⊥
ハ
八
）

は 
 
す
べ
も
な
き
片
恋
を
す
と
こ
の
こ
ろ
に
我
が
死
ぬ
べ
き
は
夢
に
見
え
き
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
一
二
一
一
こ

の
巻
十
二
の
歌
に
倒
句
に
わ
た
っ
て
類
同
性
が
み
ら
れ
発
想
も
似
て
い
る
。

 
〈
e
＞
 
我
が
背
子
が
帰
り
来
ま
さ
む
時
の
た
め
錦
芋
さ
む
忘
れ
た
ま
ふ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
五
・
三
七
七
四
）

 
こ
の
歌
も

 
 
我
が
背
子
が
そ
の
名
告
ら
じ
と
た
ま
き
は
る
命
は
捨
て
つ
忘
れ
た
ま
ふ

 
 
倒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
一
・
一
．
一
五
三
こ

の
巻
十
一
の
歌
と
類
同
性
が
濃
く
、
類
歌
で
あ
る
。

 
〈
f
＞
 
昨
日
今
日
君
に
逢
は
ず
て
す
る
す
べ
の
た
ど
き
を
知
ら
に
音
の
み
し

 
 
 
 
そ
泣
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
五
・
三
七
七
七
）

 
こ
の
歌
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
 
…
…
波
の
む
た
…
…
い
た
も
す
べ
な
み
…
…
た
づ
き
を
知
ら
に
…
…
音
の

 
み
泣
き
つ
つ
…
…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
坂
上
郎
女
 
四
・
六
一
九
）

 
…
…
せ
む
す
べ
の
 
た
ど
き
を
知
ら
に
…
…
白
た
へ
の
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
憶
良
 
五
・
九
〇
四
）

 
…
…
い
た
も
す
べ
な
み
 
あ
ら
た
ま
の
 
月
の
変
は
ら
ば
 
せ
む
す
べ
の

 
 
た
ど
き
を
知
ら
に
…
…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
三
三
二
九
）

の
長
歌
と
語
句
に
わ
た
っ
て
の
類
同
表
現
が
あ
る
。

 
以
上
二
句
以
上
の
類
同
表
現
を
も
つ
歌
、
六
首
を
見
て
き
た
。
そ
の
他
に
十

五
・
三
七
四
七
、
三
七
四
八
は
自
作
間
で
の
自
己
模
倣
が
み
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。

狭
野
弟
子
娘
子
の
歌
二
十
三
首
中
、
二
句
以
上
の
類
同
表
現
を
も
つ
歌
の
内
実

は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
類
想
、
類
句
性
の
濃
か
っ
た
女
郎
歌
と
は
歌
の

作
り
方
が
異
っ
て
い
て
、
意
識
的
な
歌
の
引
用
、
組
み
変
え
と
い
っ
た
類
歌
性

は
う
す
い
。
し
か
し
狭
野
弟
子
娘
子
の
歌
は
三
十
二
、
特
に
罵
旅
発
思
の
部
立

歌
と
、
発
想
、
表
現
の
類
似
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
例
え
ば
、

 
 
旅
の
夜
の
久
し
く
な
れ
ば
さ
に
づ
ら
ふ
紐
解
き
放
せ
ず
恋
ふ
る
こ
の
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
三
一
四
四
）

 
 
霞
立
つ
春
の
永
日
を
奥
か
な
く
知
ら
ぬ
山
路
を
恋
ひ
つ
つ
か
罷
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
三
一
五
〇
）

 
 
白
た
へ
の
君
が
下
紐
我
さ
へ
に
今
日
結
び
て
な
逢
は
む
日
の
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
三
一
八
こ

 
 
あ
し
ひ
き
の
片
山
鴉
立
ち
行
か
む
君
に
後
れ
て
現
し
け
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
一
二
二
一
〇
）

等
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
女
郎
歌
の
よ
う
に
二
首
を
組
み

合
せ
て
作
っ
た
よ
う
な
顕
著
な
類
歌
性
は
な
い
。
先
の
六
首
の
歌
の
あ
り
様
も
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半
数
以
上
は
二
句
に
わ
た
る
類
同
表
現
を
も
つ
歌
と
規
定
し
た
ほ
う
が
適
当
で

あ
り
、
残
り
の
十
五
首
も
、
発
想
、
表
現
は
巻
十
二
と
ひ
び
き
合
う
も
の
も
多

い
が
類
歌
は
な
い
。

 
 
 
 
三

 
以
上
、
家
持
を
め
ぐ
る
娘
子
達
、
お
よ
び
同
時
代
の
作
と
推
定
さ
れ
る
娘
子
「

の
歌
を
冗
長
に
見
て
き
た
。
総
じ
て
言
え
る
の
ほ
、
一
句
一
句
の
類
同
は
あ
っ

て
も
い
わ
ゆ
る
類
歌
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
天
平
年
間
の
同

じ
時
代
で
あ
ρ
て
も
女
郎
歌
と
娘
子
歌
で
は
違
い
が
あ
る
。
ま
た
女
郎
達
が
古

代
中
央
有
力
氏
族
の
出
自
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
娘
子
達
は
地
方
の
豪
族
や
中

小
氏
族
の
出
自
が
大
半
で
あ
る
。

 
女
郎
歌
に
つ
い
て
は
句
稿
で
そ
の
相
聞
の
実
相
を
調
べ
て
い
っ
た
結
果
次
の

よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
史
の
反
復
と
な
る
が
、
家
持
へ
贈
ら
れ
た
女
郎

達
の
歌
よ
り
、
天
平
の
女
郎
達
の
一
般
的
作
歌
状
況
を
把
え
る
の
に
適
し
た
、

大
神
女
郎
、
平
群
修
女
郎
等
の
相
聞
歌
を
選
び
、
類
句
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ら

の
女
郎
達
の
相
聞
歌
に
は
き
わ
だ
っ
た
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま

ず
類
歌
性
が
著
し
く
強
い
。
巻
々
の
先
行
歌
の
表
現
を
模
倣
し
た
も
の
、
二
つ

以
上
の
先
行
歌
の
組
み
合
せ
で
作
っ
た
歌
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
特
質
は
、
女

郎
達
が
先
の
墨
黒
の
歌
を
手
本
と
し
て
読
み
な
が
ら
作
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、

古
歌
を
こ
と
さ
ら
に
引
く
こ
と
で
教
養
の
深
さ
を
示
す
気
持
ち
も
あ
っ
た
。
そ

こ
に
は
よ
い
歌
を
作
ろ
う
と
い
う
意
識
も
強
く
働
い
て
お
り
、
ま
た
推
敲
を
す

る
だ
け
の
時
間
的
空
間
的
距
離
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。

 
こ
の
よ
う
な
女
郎
歌
の
あ
り
様
と
娘
子
歌
の
あ
り
様
は
重
ら
な
い
。
天
平
時

代
の
女
性
達
の
相
聞
歌
は
、
女
郎
歌
も
娘
子
歌
も
ほ
と
ん
ど
区
別
さ
れ
ず
に
扱

わ
れ
て
い
る
が
、
類
同
表
現
を
調
べ
て
い
く
と
、
実
際
に
は
異
質
な
面
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
作
歌
方
法
の
、
意
識
の
違
い
が
反
映
し

た
も
の
で
あ
り
、
女
郎
と
娘
子
達
の
教
養
の
質
の
違
い
、
歌
の
詠
ま
れ
る
場
の

違
い
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

 
万
葉
集
の
女
流
歌
人
は
、
妃
、
皇
女
、
王
、
女
郎
、
娘
子
と
年
代
に
よ
っ
て

歌
の
担
い
手
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
。
娘
子
の
歌
が
多
く
出
現
す
る
の
は
、

天
平
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
家
持
と
い
う
採
録
者
に
贈
ら

れ
た
と
い
う
特
殊
な
事
情
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
模
倣
性
が
少
な
く

歌
の
伝
統
に
把
わ
れ
な
い
娘
子
達
の
歌
い
方
に
は
、
新
し
く
作
歌
を
担
っ
て
い

く
階
層
の
出
現
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
奈
良
時
代
の
律
令
官
僚
組
織
で

は
官
僚
の
定
員
数
は
一
万
二
千
五
百
六
人
。
そ
の
う
ち
男
性
は
一
万
七
百
十
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ね

人
。
女
性
は
七
百
九
＋
四
人
と
い
う
。
律
A
ア
国
家
の
成
熟
と
と
も
に
、
平
城
飼

京
に
出
仕
す
る
女
官
層
が
新
し
く
歌
の
担
い
手
に
な
ろ
う
と
し
て
も
お
か
し
く
 
 
〔

は
な
い
。

 
も
も
し
き
の
大
官
人
は
さ
は
に
あ
れ
ど
心
に
乗
り
て
思
ほ
ゆ
る
妹

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
九
一
 
家
持
）

と
家
持
が
詠
ん
だ
娘
子
は
、
平
城
宮
の
女
官
で
あ
っ
た
。
狭
野
弟
上
娘
子
も
蔵

部
の
女
嬬
、
女
官
で
あ
っ
た
。
娘
子
達
の
歌
の
実
用
性
、
類
歌
の
少
な
い
生
き

生
き
と
し
た
語
り
口
は
、
平
城
宮
で
働
く
女
官
達
が
新
し
い
女
流
歌
人
層
と
し

て
活
躍
し
始
め
る
動
向
を
示
め
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相

大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て
ー
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と
中
臣
宅
守
相
聞
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』

 
 
 
昭
和
二
年
七
月
）

注
1
0
 
服
部
喜
美
子
『
万
葉
女
流
歌
人
の
研
究
』
。
氏
の
「
中
臣
宅
守
と
狭

 
 
 
野
茅
上
娘
子
贈
答
歌
」
、
「
中
臣
宅
守
・
狭
野
茅
上
娘
子
贈
答
歌
群
の

 
 
 
構
成
と
性
格
」
で
は
、
歌
群
の
詳
細
な
検
証
に
よ
り
、
二
人
の
歌
の

 
 
 
個
性
の
差
が
あ
る
こ
と
よ
り
、
仮
託
の
作
品
で
な
い
と
論
じ
ら
れ
る
。

注
1
1
 
服
部
喜
美
子
氏
は
「
笠
女
郎
と
狭
野
茅
上
娘
子
」
（
『
万
葉
女
流
歌
人

 
 
 
の
研
究
』
）
で
笠
女
郎
の
類
歌
性
と
茅
上
娘
子
の
類
歌
の
稀
少
さ
を

 
 
 
指
摘
さ
れ
る
が
、
歌
の
巧
拙
は
別
と
し
て
そ
れ
は
女
郎
歌
と
娘
子
歌

 
 
 
全
般
に
関
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
本
稿
で
は
述
べ
た
い
。

注
1
2
 
山
口
博
『
王
朝
貴
族
物
語
』
（
講
談
社
現
代
新
書
）

○
歌
の
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
全
集
・
万
葉
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
。

○
類
句
表
に
は
助
詞
・
助
動
詞
等
に
違
い
の
あ
る
類
似
表
現
を
も
つ
句
も
適

 
宜
加
え
た
。

（10）



【
類
句
表
】
※
表
の
中
の
数
字
は
類
同
句
の
数

（2）粟田女娘子 1 （1）河内百枝娘子
署
名

4-708 4-707 4-702 4-701
警
号

五 四 三 二 初 五 四 1
三

二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 こ
■
初 ％

1「 1 1 1

4 4 2

'
5

1 2 1 3

3 3 1 1 2 6 1 4

2 1 1 5

1 2「 6

2 1 5 1 7

1 1 8

2 1 4 9

2 2 ユ ユ 4 馳 ユ0

3 9 1 1 1 r 1 9 2 1 11

1 13 1 1 2 1 1 8 1 1 12

3 1 1 10 13

1 2 14

5 9 15

2 16

3 2 1 1 1 5 17

1 1 2 18

2 19

2 3 20

（3）巫 部 麻 蘇 娘 子
癸
名

8-1621 8-1562 4一'704 4-703
警
号

五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初％
1 3 1

1 1 1 1 1 2

3 1 1 2 3

4 3 1 12 4

3 1 1 5

2 1 1 2 4 6

1 7 1 3 7

20 1 7 2 1 5 8

1 3 2 1 9

1 1 21 1 2 18 2 2 1 2 1 10 10

3
1

4 2 13 11

1 1 1 9 12

2 1・ 2 4 13

2 14

3 3 1 1 2 ユ5

2 16

1 1 1 9 17

1 2 18

4 1 7 19

1 1 5 20

天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相

大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て
f

（11）



（6）丹波大女娘子 （5）山都扉娘子 （4）日置長枝娘子

．癸名

4-712 4-711 4-7！0 8-1564
警
7
ア

五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初

●
1 1

2

2 1 3

1 4 1 5 1 4

1 5

2 6

1 1 1 2 1 1 2 7

1 1 1 1 4 、 1 1 8

1 9

1 1 1 4 1 5 1 1 10

1 6 1 1 4 1 11

3 2 1 1 1 6 2 12

1 1 1 13

1 1 14

2 1 15

1 1 16

1 3 17

2 1 18

1 3 19

1 1 2 20

（8）池田廣津娘子 （7）豊前国娘大宅女 （6）丹波大女娘子

癸
'
名

8-1652 6-984 4-709 4-713
警
7
ア

五 四 三 二 初 五 四 三 ゴ 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初

1 1 3 1

1 4 1 1 1 2

1 2 1 4 1 2 2『 3

1 4 3 12 7 4

29 1 1 1 5

．1 1 1 1 1 4 6

7 1 1 3 7

1 16 1 4 5 8

2 2 1 1 2 9

19 2 3 6 1 10 1 10

4 3 1 1 1 13 5 1 11

1 2 1 9 10 12

1 3 1 1 4 13

2 2 14

1 1 2 15

2 16

1 4 1 1 9 17

1 2 1 1 1 1 2 18

2 5 1 7 19

3 1 1 5 20

（12）



天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相

大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て

㈹狭野下上娘子 （9）県犬養娘子 （8）池田廣津娘子
命
名

15-3724 15-3723 8-1653 8-1659
警
万

五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初％
1

2 2 1 2

5 1 3

2 4 5 1 4

2 1 1 1 5

2 2 6

6 2 1 7

8 4 1 8

2 3 1 1 9

13 1 4 1 10

1 10 4 3 11

1 2 2 7 6 3 12

5 1 13

2 1 14

1 1 4 1 15

4 1 16

12 、 1 3 2 2 17

4 2 18

1 15 1 19

5 2 1 20

7

⑳狭 野 弟 上 娘 子
癸
名

15-3746 15-3745 15-3726 15-3725
警
号

五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初％
1 1 3 1

3 2 4 1 2

1 1 1 5 '2 3

2 1 1 ・2 3 3 1 1 4 13 4

2 1 2 1 5

1 4 6

2 5 2 3 7

1 2 1 1 5 8

1 2 ．2 1 9

3 1 2 5 1 1 2 10 10

2 2 2 1 2 1 3 9 13 11

3 1 1 1 1 3 1 3 13 9 12

3 1 3 4 13

1 3 1 1 2 14

1 2 1 1 0 4 1 15

1 2 1 2 16

1 1 4 1 1 3 9 17

ピ

1 1 1 2 18

1 7 19

5 1 2 5 20

（13）



⑩狭 野 弟 上 娘 子
繁
名

15-3750 15-3749 15-3748 15-3747
警
号

五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 初％
1 1

1
5

2

6 3 3

5 2 2 1 1 4 4

3 1 2 1 2 3 5

1 4 2 6

1 7

1 '1 1 21 8

1 9

2 1 3 3 3 21 10

1 3 4 3 3 3 11

1 1 2 1・ 1 1 1 1 12

4 13 13

14

3 1 2 2 1 2 ．2 1 2 15

16

1 2 1 17

2 18

7 4 19

4 1 ．20

⑩狭 野 弟 上 娘 子
癸
名

15-3767 15-3753 15-3752 15-3751
警
号

五 四 三 二 初 五 西 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二』 初％
1 1

1 4 2

1 2 5 3

1 1 2 3 1 1 4 4

1 2 5

1 1 6

2 1 1 1 2 7

2 1 1 1 1 8

'1 、1 3 ．1 1 2 9

1 1 1 1 2 10

2 5 1 1 2 9 11

4 4 1 3 1 3 4 13 ．12

1 1 1 1 3 13

1 1 1 14

1 1 1 2 4 15

1 16

1 3 17

1 18

1 2 1 19
・

2 20

（14）



⑩狭 野 弟 上 娘 子
癸
名

15-3771 15-3770 15-3769 15-3768
警
号

五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 ．二 初 五 四 三 二 初％
1

1 1 4 1 2

2 3 3

2 1 7 4 3 4

1 1 ．1 2 2 1 5

2 6

1 5 7

1 2 8

1 4 1 9

1 1 4 5 10

1 1 9 1 1 1 11

1 2 1 8 1 3 12

1 1 2 10 2 13

14

1 1 1 8 4 1 1 15

1 2 2 16

1 5 1 1 17

2 18

1 2 1 19

1 2 3 3 20

⑩狭 野 弟 上 娘 子
癸
名

15-3777 15-3774 15-3773 15-3772
警
号

五 四 三 二 初 五 四 三 二 初 五 四 三 二 ・初 五 四 三 二 初％
3 1

1 1 1 1 2

3 2 1 3

4 1 1 13 1 4

2 1 1 1 5

4 6

3 2 1 7

5 1 1 2 8

1 1 1 ユ 3 9

1 10 1 10

1 1 1 13 11

2 1 9 3 1 12

2 1 3 4 1 13

2 1 14

4 1 1 1 1 15

2 16

1 3 1 9 17

2 18

7 1 19

3 1 5 20

（15）

天
平
の
娘
子
歌
の
諸
相
-
大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
を
中
心
と
し
て
ー



⑳狭野弟上娘子
癸
名

15-3778
警
万

五 四 三 二 初％
1 1 1

2 4 2

5 3

2 1 4 4

2 5

1 6

1 2 7

1 8

1 2 9

2 2 10

2 2 9 11

4 1 13 12

1 2 3 13

1 14

2 4 15

16

3 17

1 1 18

1 19

2 20

（16）


